
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月２０日（火）は二戸市の学校を市民に公開する日でした。 

この日は朝早くから、お家の方々、ご近所の方、教育委員さん等たくさんの方々が御返地小

学校にいらしてくださいました。 

 授業や活動等、子供たちの様子を参観していただきました。ありがとうございました。 

１・２年生は、給食試食会、そして、学級ＰＴＡ行事 

を行いました。 

 親子そろっての給食。学校で食べている食品のことや、 

調理法について親子でお話をしていました。また学級PT 

Ａ行事では、おそろいのTシャツを作成。とてもカラフル 

で、着るとわくわくしてくるような素敵なTシャツが完成。 

 また、学校運営協議会委員の皆様にもいらしていただき 

御返地小の授業を参観していただきました。 

 その後、保健部主催の救急講習会が開催されました。 

希望する保護者１１名による講習会となりました。 

 ダミー人形を使用し、心臓マッサージの仕方や心肺蘇生法 

の手順、ＡＥＤの使い方について、実地を通しながら学ぶこ 

とができました。実質の講習時間は45分程度という短い時 

間ではありましたが、参加者は、１つ１つの手順を確かめな 

がら一連の動きを身につけていました。 

 今回は、広域行政事務組合二戸消防署の横澤飛翔さんと、 

大島康祐さんに講師を務めていただきました。デモンストレ 

ーションをしながら、的確な指導をしていただきました。 

 参加者の皆さんもお忙しい中、お集りいただきありがとう 

ございました。 
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～すべては子どもの笑顔のために～ 

学校運営協議会委員参観 みんな真剣 心臓マッサージうまいです 



 

 

 

 

 

 

 ７月を目前に、毎日が梅雨特有の湿度の高い状態 

そして、日中は気温もぐんぐん上昇。そんな中で、 

今年も待ちに待った水泳学習が始まりました。 

すでに６月中に４回目の入水。 

まずは、水と仲良くなることから、水に浮く。 

距離をのばす、泳法を身に付けるなど、学年の発達 

段階に応じた目標を持ってそれぞれが取り組んでい 

ます。というより 

「あ～なんて冷たくて気持ちがいいんだろう～笑顔」 

という感じでしょうか。 

 御返地小は、広いプールがあって贅沢な限りです。 

今年の夏も、たくさん泳ぎたいと思います。 

 

 

                  校庭の砂を補充するために、砂山がありました。 

                 「砂山で遊んでもいいよ」と、言ったら「え？いいん

ですか？」と、目がキラリ。学年関係なく、みんな 

                  一緒に、掘ったり、積み上げたり、水を流したり 

                  この頃は、砂遊びする機会も減ってきていることも                

                  ある中、砂で遊ぶ経験は大人になったときに、 

                  様々な面で知識のもとになります。この後は、 

                  陸上練習で幅跳びに使用する砂になります。 

 

 

 

  ６月２９日（木）に３・４年生が景観学習を行いました。御返地の街を歩きながら、自

分が気にいった好きな景観やお気に入りの物を写真にとって歩く学習です。 

 最初に、ガイダンスを聞きました。その中のお話で 

「自分の好きをみつけるということは、みんなの宝物 

として守ることができる」ということが話されました。 

また、何もしなければなくなってしまうということに 

みんなは、「それは大変！」ということで、御返地の 

良い所をみつけて来ようという気持ちになりました。 

次は、７月４日に実際に撮影に出かけます。 

校庭で、砂遊びを楽しむ人々 


